
平成２５年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容
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障害者計画・障害福祉計画策定事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 社会福祉課

会計 小事大事

01

目項

03 01 02 01 52

対象

第五次障害者計画、第４期障害福祉計画の策定にあたり、実態調査を行うことにより障害者
を取り巻く社会環境の変化における意識を確認するためアンケートを実施する。

流山市障害者計画は、障害者基本法第9条に基づく障害者計画として、流山市の障害者施策
全般に関する基本的な計画として策定。
平成２５年度アンケート実施

障害者の生活志向や意識についてアンケートの実態調査を
行い、その結果を計画に反映する。

主管課長河原　智明誰もが安心して利用できる社会サービス体制づくり

名　　称 平成23年度 平成24年度 平成25年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

障害者、支援者 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

障害者計画アンケート回
収率

54.50 ％ ↗↗↗

平成24年度

0.10

1,413,720

1,400,060

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

2,112,420

アンケート実施結果を持って、平成２
６年度には、福祉施策審議会に諮問
し、答申を得、計画に反映する。

平成23年度 平成25年度

698,700

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

アンケート調査の実施結果を受け障害
者の生活志向や意識についての実態結
果を計画に反映する

④今後の
改善計画

審議会意見やアンケート実施結果を反
映させた計画の策定を行う。

①今年度
(H25)の
改善計画

②今年度
(H25)に
実施した
取り組み

アンケート調査の実施


